
須賀川市中央図書館 ニュースレター

書　　名 著者・出版社など

・最新農業技術野菜：vol.15
農山漁村文化協会∥編（農山
漁村文化協会）

・ルーン文字研究序説
谷口　幸男∥著　小澤　実∥編
（八坂書房）

・柔軟バレエ・ストレッチ 島田　智史∥著（山と渓谷社）

・女子サッカー140年史
ｽｻﾞﾝﾇ　ﾗｯｸ∥著　実川　元子
∥訳（白水社）

・今日からはじめる農家の事業承継
伊東　悠太郎∥著　竹本　彰吾
∥著　（家の光協会）

・流れが見えてくる戦国史図鑑
かみゆ歴史編集部∥編著（ナ
ツメ社）

・85歳、「好きなこと」を続けるごきげん暮らし 小畑 滋子∥著（大和書房）

・江戸一新
門井 慶喜∥著（中央公論新
社）

・徳川時代はそんなにいい時代だったのか
小谷野 敦∥著（中央公論新
社）

・日本に住んでる世界のひと
金井 真紀∥文 絵　（大和書
房）

・パライパンマンマ
イ ジウン∥作絵　申 明浩∥訳
広松　由希子∥訳（ポプラ社）

・鳥をつくる
ﾒｸﾞ ﾏｯｷﾝﾚｰ∥文　ﾏｯﾄ ｵｯﾄﾘｰ
∥絵井上 舞∥訳（化学同人）

・かえりみちとっとこ
ひろまつ ゆきこ∥文　こやま と
もこ∥絵（岩崎書店）

・ティゲルファル
斉藤 洋∥作　中川 悠京∥絵
（あかね書房）

・最強！戦国武将決定戦　歴史バトル図鑑
小和田　哲男∥監修　かみゆ
歴史編集部∥編著（ﾜﾝ・ﾊﾟﾌﾞﾘｯ
ｼﾝｸﾞ）
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～　今回掲載した本は一部です。各エリアの新着図書コーナーをご覧ください　～
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第２回 大人のための朗読会

日時 ２月１８日（土）
午後３時から午後４時まで

場所 ３階メインライブラリー ラウンジ内

内容 図書館職員による、いろいろな冬のお話。

座席は10席、立ち見可能です。

受付 当日自由参加 入場無料
写真は第１回朗読会(令和4年７月）

次は、ある文学作品の冒頭部分です。それぞれの作品名は、なに？(答えは裏面)

問 １

長い歳月が流れて銃殺隊の前に立つ羽目になったとき、おそらくアウレリャノ・ブレンディア大佐は、

父親のお供をして初めて氷というものを見たあの遠い日の午後を思い出したにちがいない。

問 ２

タクシーの運転手は、わたしを出迎える者が誰もいないのでとまどったようだった。フロントデスクに

さえ、一人のホテルマンもいない。運転手は人気のないロビーをあちこち見て回った。

ヒントは、

「ノーベル文学賞」だよ



発 行：須賀川市中央図書館 令和 5年 1月 4 日

住 所：須賀川市中町４－１ 須賀川市民交流センター ｔｅｔｔｅ（てって）内

電 話：０２４８－７５－３３０９

開館日：月・水 ～ 土 ９：００ ～ ２０：００、日・祝 ９：００ ～ １８：００

休館日：毎週火曜日、特別整理期間、年末年始（１２月２９日 ～ １月３日）

２０１４年に公開され大ヒットとなったディズニー

映画「アナと雪の女王」。ご覧になった方も多いの

ではないでしょうか。

その映画で、幼い娘エルサとアナをおいて両親

が船で出かけてしまい、荒波にのまれて帰らぬ人

となってしまう冒頭のシーンがありました。

私はずっと「二人は何処へ行こうとしていたのだ

ろう」と思っていたのですが、その疑問を解き明か

してくれたのがこの本です。

この本は、エルサとアナの両親、若き日のアグ

ナル王子と母イドゥナの愛の物語です。二人はど

のようにして出会い、結ばれ、そして、なぜ魔法

の力を持つエルサが誕生したのかについても描

かれています。

この本を読んでから映画を見直してみると、そう

いうことだったのか！と納得できる、そんな本です。

（担当 ：4FスタッフY）

書 名：『アナと雪の女王 エピソード0

Dangerous Secrets』

著者名：マリ マンクーシ∥著

出版社：講談社

出版年：2021年

所蔵場所：テッテ４階うごくかなでる

映画と映像

請求記号：933/ﾏ

新年最初のニュースレターは、昨年の読書週間の際に、利用者のみなさんが書いてくださった

おすすめ本のPOPをいくつかご紹介します。すべて図書館にある本です。ぜひ借りて読んでみてくださいね。

『文車日記』 田辺聖子∥著

『新潮現代文学68』に収録されています。

好きなところ

古典の入門にぴったりです。

人間模様がいきいきとしていて

人物描写に引き込まれます。

4階しらべるライブラリー（4Fｶｳﾝﾀｰ/918/ｼ/68)

にあります

『アスリートな動物図鑑』
成島悦雄,石井直方∥監修

好きなところ

驚異的な運動能力を持った動物たちがそれぞれの

能力で厳しい生存競争を生き抜いているところです。

特に48～49ページのアフリカスイギュウがラグビー

のように仲間を助けるチーム愛に共感できます。

2階こどもライブラリー(いのち/481/ｱ)にあります

『都会のトム＆ソーヤ』 はやみねかおる∥著

好きなところ

・主人公目線で物語が進んでいくところ

・それぞれのキャラクターの色が濃くておもしろい

・知らないことや新しいことが知れる

3階メインライブラリー（ティーンズ/913/ﾊ/1)

にあります

『アドルフに告ぐ』 手塚治虫∥著

好きなところ

長編漫画です。大河ドラマを視ているような、長編

小説を読んでいるような…三人のアドルフと一人の

日本人の、時代の波に翻弄される運命は？

一気読みです。手塚治虫の作品は不滅です。

3階メインライブラリー(漫画/726.1/ﾃ/1)にあります

新春海外文学イントロクイズの答え問1：百年の孤独（ガルシア・マルケス）問2：充たされざる者（カズオ・イシグロ）

3階物語と文学【作家】コーナーには、『利用者おすすめ本』のコーナーがあります。ぜひそちらもご覧ください。


